
依存症相談拠点の取組状況等

〇 平成31年４月より、都立（総合）精神保健福祉センターを東京都における依存症相談拠点として設定

〇 主な取組状況等は、以下のとおり

〇アルコール相談件数の状況

１ 相談支援

〇本人・家族等からの主な相談状況（令和５年度）

（単位：件数）

対応経過相談内容No.

・家族講座への参加とともに、家族向け自助グループ等を紹
介

・コロナ以降、在宅ワークで飲酒量が増加し、家族が相談来
所

①

・専門医療機関や自助グループに関する情報提供。また、家
族には家族講座を案内。

・かかりつけの内科医からの紹介。夜勤中心となり、昼間眠
れるように飲酒が習慣化。専門医療機関に入院するが、退院
後は通院できていないことから、本人及び家族相談来所。

②

・物質使用障害治療プログラムを紹介。また、通院や地域生
活支援センターなど他の社会資源を使いつつ、断続的に個別
支援を実施。

・以前から精神疾患があったが、飲酒の問題もみられるよう
になった。主治医の勧めもあり、保健所の紹介で本人相談来
所。

③

・回復プログラムへ参加
・飲酒でトラブルが生じ、会社から、通院・回復プログラム
への参加を促され本人が相談来所。

④

・家族講座を受講。また、地域保健センターへの相談につな
がれるよう支援。

・近年酒量が増え、記憶をなくす、暴言など問題行動も見ら
れるようになったため、家族が相談来所。

⑤

※ 令和６年度は1月分までの集計結果である。

（月報（福祉・衛生行政統計）より）

資料２

令和６年度 ※令和５年度令和４年度

1,0411,0961,152



〇アルコール関連のグループワークの状況

（単位：回数） （月報（福祉・衛生行政統計）より）

※グループワーク…家族講座、回復プログラム等
アルコール関連…アルコール、ギャンブル等、その他アディクション

・センターの回復プログラムや家族講座への参加状況は次のとおり。

２ グループワーク

〇依存症支援者研修事業
・令和３年度より、区市町村等の職員を対象に、依存症の方等に対する支援を行う人材を養成することを目的とした

依存症対策総合支援事業に基づく「依存症支援者研修」を実施

≪ 依存症相談対応研修 ≫

・相談支援経験のある関係機関職員（行政機関職員、医療機関職員、教職員等）を対象にスキルアップを目的として実施

【令和５年度開催実績】 精神保健福祉センター（令和５年12月18日）

≪ 地域生活支援研修 ≫

・関係機関職員（行政機関職員、医療機関職員、教職員等）を対象に依存症に関する基本的な概要や支援に関する知識の
伝達を目的として実施

【令和６年度開催実績】 中部総合精神保健福祉センター（令和６年12月３日）

令和６年度 ※令和５年度令和４年度

233245232 ※ 令和６年度は1月分までの集計結果である。

３ 研修

※アルコールに関するもののみ記載



〇依存症対策普及啓発フォーラム
・依存症に関する正しい知識等に関する情報発信等を行うため、都民の方等を

対象とした「依存症対策普及啓発フォーラム」を実施

・アルコールのほか、薬物やギャンブル等依存症も含めたテーマで依存症に関
する情報を発信
（令和５年度においても会場とオンラインの併用で開催）

４ 普及啓発
« 依存症対策フォーラム チラシ »

≪ 令和５年度の実施内容 ≫（参加者：３７０名）

【基調講演テーマ】
◆お酒を上手に減らす工夫～アルコール低減外来の取組から～

（筑波大学 吉本 尚）

【トークショー】
◆しらふで生きる、ということ

（小説家 町田 康 / 国立精神・神経医療研究センター 松本 俊彦）

【トークセッション】
◆もし「依存症かな？」と、気になったら

（筑波大学 吉本 尚）
（国立精神・神経医療研究センター 松本 俊彦）
（板橋区健康生きがい部）
（特定非営利活動法人ジャパンマック事務局長 成宮 康彦）
（都立中部総合精神保健福祉センター 菅原 誠）

〇アルコール関連問題啓発週間（１１月１０日から１６日まで）

≪ 令和６年度の主な実施内容 ≫

◆ LINEやデジタルサイネージ等を活用した情報発信

◆ アルコール関連問題啓発セミナー（YouTube）
内容：
・アルコール健康障害の理解と支援
・お酒との付き合い方、見直してみませんか？～アルコールと内科の病気

（都立松沢病院）



・医療関係者や行政機関、民間団体等で構成する地域の連携会議を都立（総合）精神保健福祉センターで実施し、関係機関
の連携強化を図る

５ 連携会議

◆ 中部総合精神保健福祉センター
・令和７年２月４日

：医療機関・民間団体等におけるアルコール健康障害の取組等を紹介

◆ 都立精神保健福祉センター
・令和５年１０月３１日

：「顔の見える連携から充実させる依存症支援」をテーマに民間団体の取組紹介、グループワークなど
・令和６年９月２日

：「女性と依存」をテーマに、医療機関（内科）・民間団体等の取組紹介、グループワークなど

※ 各センターにおいて、毎年度１回ずつ連携会議を開催。上記はアルコール
を主なテーマにしたものを記載


